
繊維製品の発熱性について(第 1報)

一繊維の発熱における蓄熱効果-

Study on the Exothermic Properties of Textiles 

(Series 1)-Effect of the Mass on the Exothermic Reaction 

of Fiber Fabric-
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The exothermic properties of three kinds of blanket and their components: vinylon， cotton， 

rayon and acrylic fiber， were investigated. Samples were prepared by winding textile cylinde. 

rly， and measured a temperature at the center of it during the heating in a thermostat 

Vinylon showed the most remarkable exothermic tendency， and it was followed by acrylic 

fiber， rayon and cotton at last. The blanket， mixed spinning of these fabrics， was more com. 

bustible than any component. Therefore， this fact suggests that mixing of fabrics increases the 

exothermic hazard of textile. 

Increment in the mass of textile reduced the introduction period between the time when the 

temperature of the whole sample has reached the setting temperature and the time when the 

remarkable exothermic reaction has occured， and also reduced the lowest atmosphere temper. 

ature to cause the exothermic phenomenon of the textile. Finally， it must be mentioned that 

the exothermic phenomenon was always attended by dimensional contraction of the fiber fab-

ric to a considerable extent. 

1.はじめに

現在まて1 加熱乾燥緩，放置された衣類より出

火した事例が多数あるが.その原因は大別して二

通りある。第一ι，衣類にしみや汚れとして付着

していた動植物油の酸化によって発熱した場合，

そして第二に，繊維そのものが発熱した場合であ

る。第ーの場合は.繊維自体の発熱性に直接依存

しないので，第二の場合についてのみ検討する。

繊維自体の低温発熱としてはポリプロピレン繊
(1) 

維の研究がある。 ポリプロ巴レンは， 熱的安定

性が悪し lOO-120'Cで酸化されて熱劣化を起こ

すため(2)酸化防止斉11が配合されているが，洗i符や

乾燥を繰返すうちに， 日光.あるいは.洗濯の際
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に g~{ 白剤として用いる次亜塩素酸によって，般化

防止剤が劣化するために.熱的安定性が次第に失

われ.低温で発熱するようになるとされている。

これに対し.綿やレーヨン等，他の繊維は.熱に

対して比較的安定であるため， f出品発熱に関する

研究はほとんど行われていなL、。

しかし繊維の発熱出土繊維自体の化学的構

造及び性質に依存するだけでなく，繊維の置や'&'

度ーなどの物理的要因によることは.木村セルロー

スの長期低温加熱発火に閲する研究結果(3)から容

易に推定される。つまり，熱的条件によっては，

通常.熱的にかなり安定な繊維でも，比較的低温

の寡囲気中で発熱することがあリ得るということ

である。

実際，綿 ビニロン繊維の下着等豹40~を 90'C

で乾燥直後に.ポリエチレン容器に詰込み放置し
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電対 CA線 mmφ)を挿入し，恒偽槽内

に自立させて置いた。恒温槽の温度を140-

200'(に設定い試料中心滋液を測定した。加

熱時間は最高48時間とし.試料中心温度が300'C

に達した時点で恒温槽から取り出した。また.

試料微視的熱特性を調べるため，熱立1量分

析、示差熱分析を行った。

3. 結果及

(1) 毛布の発熱性

まず 3種類の毛布A，B. Cの発熱性の比

較示作った。試料重量l立船おとし，短滋槽温

度を180'Cに設定した。試料が発熱して，中心

温殺が300'Cに没した時間はふ2に示すように，

毛布の種類によって非'駄に終り B，

の順に発熱しやすいことがわかった。

表 2 勢踏気温疲i鮒℃に 各毛専務{義務 g) 

試料

毛布A

毛布B

毛布C

の発熱時間

童九 i待 問

し

そこで次に毛布Aについて浴温を変えて実

験しと。恒潟村内に置いた試料の中心温度の

経時変化を図1に示す。これは重量250gの毛

布 Aを140'C，150'C， 170'C， 200'Cの各温度

雰何気中に索いたときの給与経であ

まえ料重滋 250Q 

一一設定温慶 200.C
一一鍛定温度 170.C
一一段定温療 150"C
一一設定温度 1400C

ひら 10 15 20 
間

図 1 毛布Aの発熱に及ぼす雰囲気温度の影響

本好i気温緩]叩℃以上の総合では，試料の

( 3 ) 

中心温度が募囲気温度に達した後もそのまま

上昇しており.雰囲気温度に達する以前に試

料中心部で齢化反応ヵ、鈴まり， の口交熱し

いることを示唆している。実際に，発熱した

試料を途中で恒温槽から取り出して調べてみ

，発熱はほとんどの様合，訟料の中心部

から始まり，その際にかなりの収縮を伴うこ

とカ、わかった υ 一例を写真 3に示すのこのよ

試料のや心部分の発熱と収利誌の山には、

当然因果関係カ、あると恩われるが，現時点で

はまだ明らかでない。

ツ囲気温度150'Cの場合には，試料中心jLl度

が雰囲気1昆度に達した時点から，一時温度上

止まるのニの期間ば，いわゆる酸化誘作

期間に相当し.周囲からの熱の吸収と周囲へ

の熱の放出がつり合し¥見かけ上，繊維の発

熱反応は起こっていないが.こめ問iこわず

ながら酸化反応が進行して，発生した熱が蓄

積し、雰囲気温度に達してから約10時間後略

治決的な発的に至つ J日

しかし，雰囲気温度140'Cの場合には， 48時

間内で，このような発熱現象は現れなかったの

(2) 織維の毅盤整ど発熱牲との関係

図2は.雰囲気温度180'C及び200'Cにおける

A のやペンy~度を示したもので刊ある。

芯囲気1昨夜180'Cでは，中心J昆浅く力、雰囲気滋

度に到達するまでの時間は.試料が小さいは

いが，ぷ笈後，発熱Lニ至る時間{ム逆

試料がノト浮いほど長くなる。これは酸化誘導

期に発生したわずかな熱カ¥試料が小きくな

蓄熱きれくくイじるためであ νG

。Jト囲気j盆皮~OO'C の機合にも.ばは同様の傾
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表 3 各雰囲気温度にBける繊維の発熱時間 。色.ーヨン40.5%. 綿19%であった。そこ

で.これらの繊維の発熱性について検討した。
試 料

l 発 熱 時 間

1700C 
ビニロン

アクリル

2 時~~40分
結果は表 3に示すように， ビニロンカ、最も

?発熱し、次いでアクリルヲレ w ヨン，

レヨン れ潟県~ であった O この結果より，毛布Aが最

も発熱しやすいことは説明できるが，毛布 B

より毛布Cヵ、発熱しやすいことは説明できな

い。したがって，泌総繊キ¥1は，単独の繊維の

約的特性とは異った特性を持っていふと考え

られる。

折 * * 
* : 481時間以内で発執せず

が大きくなるほど蓄熱必利点火きくなり，

I昆で発熱する可能性カ、高くなる。

しかし，大きさ及び雰回気温度の条件を同

一にした場合には.前涼めように毛布

そこで，各成分の示差熱分析を行って比較

したところ，図 5にす結果を符/、:。毛布A

も発熱しやすく，次いで毛布 Bの111長し 付'近に ク. 270'C付j訟に発熱

る。この差は毛布の成分の通いによると考乙

成分分析を行った結果，毛布Aはヒニロン59

%，アクリル35%. 料¥6%令毛布Bはレーヨ

ビ クヵ、あるか，とちらのピ ク品凌もその

成分繊維に対する{直よりも低い。このことか

らヲ出紡によって繊維の発熱性ヵ、駒大するこ

ン56%， ロン44%、 はアクリ、 カ守、l安きれる G
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図 5 毛織及びその成分織維の示差熱分析

( 5 ) 



〆〉

V) ， 

lず

() I付 い
〈ア〉

]ち

No 

合ラ

(心

しも 仁 災


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081
	00000082
	00000083
	00000084
	00000085
	00000086
	00000087
	00000088
	00000089
	00000090
	00000091
	00000092
	00000093
	00000094
	00000095
	00000096
	00000097
	00000098
	00000099
	00000100
	00000101
	00000102
	00000103
	00000104
	00000105
	00000106
	00000107
	00000108
	00000109
	00000110
	00000111
	00000112
	00000113
	00000114
	00000115
	00000116
	00000117
	00000118
	00000119
	00000120
	00000121



